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輝かしい伝統と歴史を誇る農業の祭典「秋田県種苗
交換会」が、１１月１日から７日間の日程で潟上市を
会場に開催されます。
潟上市農工商フェアには、市内の農家のみなさん

や商工業の方々が出店。生活研究グループのみなさ
んは丹精込めて育てた農産物や加工品などを販売し、
市内外から訪れる多くの来場者をとびっきりの笑顔
とまごころでお迎えします。

第129回秋田県種苗交換会が開幕！
会期●11月１日（水）～11月７日（火）
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秋田県農業協同組合中央会が主催する農業の祭典「第

129回秋田県種苗交換会」が、11月１日（水）から７日（火）

までの７日間の日程で潟上市内を会場に行われます。

初日、主会場となる天王総合体育館前のオープンセレ

モニーで開幕。新穀感謝農民祭並びに開会式が行われま

す。２日には談話会「集落を基盤とした活力ある営農組

織づくり」をはじめ、県NOSAI大会や県農業委員大会、

県土地改良事業推進大会が、協賛第３会場となる昭和公

民館、昭和体育館、羽城中学校で開かれ、明日の農業を

語り合います。

３日には恒例のAKT「クボタ民謡お国めぐり（公開録

画）」が華やかに行われ、５日には潟上市男女共同参画宣

言都市記念式典・記念フォーラムを羽城中学校視聴覚ホ

ールで行い、男女共同参画社会の実現をめざします。

期間中、主会場・協賛第１会場の天王総合体育館では、

農産物作品展示や学校農園展、聖農「石川理紀之助翁」

展、潟上市農工商フェアが開かれ、市内の農業・商工業

関係者らが特産物や加工品などを販売し、潟上市を広く

PRします。

このほか、協賛第２会場の昭和工業団地では、JA全農

あきた展や農業機械化ショーなど、7日間にわたり多彩な

イベントが行われます。

市民のみなさんもご家族やお友達同士で、輝かしい歴

史と伝統を誇る農業の祭典をぜひお楽しみください。

11／１（水）�
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11／２（木）�
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11／３（金）�
文化の日�
�
�
�
�
�

11／４（土）�
�
�

11／５（日）�
�
�
�

11／６（月）�
�
�

11／７（火）�

と　き�

●オープンセレモニー�
●審査発表�
�
●新穀感謝農民祭�
　並びに開会式�
�
●談話会「集落を基盤と�
　した活力ある営農組織�
　づくりについて」�
●秋田県NOSAI大会�
�
●秋田県農業委員大会�
●秋田県土地改良事業推�
　進大会�
●水質保全型農業シンポ�
　ジューム�
　～八郎湖と共存する農�
　　業生産のために～�
�
●農村における健康を考�
　える集い�
●AKT「クボタ民謡お国�
　めぐり」（公開録画）�
●笑楽音（えがお）回廊�
�
�
●第16回秋田県高等学校�
　産業教育フェア�
�
●潟上市男女共同参画宣�
　言都市記念式典・記念�
　フォーラム�
�
●物故者追悼会�
�
�
●秋田県産米品評会褒賞�
　授与式�
●褒賞授与並びに閉会式�

催　　　　　事�
8時40分～9時�
9時30分～9時50分�
�
10時30分～12時10分�
�
�
9時30分～15時�
�
�
10時30分～12時�
�
13時～15時30分�
15時～�
�
13時～�
�
�
�
�
9時30分～12時�
�
13時30分～15時30分�
�
10時～15時�
（５日（日）まで）�
�
9時～16時�
（５日（日）まで）�
�
13時～�
�
�
�
14時～�
�
�
11時～12時�
�
13時～14時30分�

時　　　間� 会　　　場�
主　　な　　行　　事　　日　　程�

天王総合体育館前�
天王コミュニティ�
　　防災センター�
天王中学校体育館�
�
�
昭和公民館�
�
�
羽城中学校視聴覚�
　　　　　ホール�
昭和体育館�
羽城中学校体育館�
�
八郎潟ハイツ�
�
�
�
�
八郎潟ハイツ�
�
昭和体育館�
�
ブルーメッセあきた�
�
�
天王総合体育館�
�
�
羽城中学校視聴覚�
　　　　　ホール�
�
�
東傳寺�
（飯田川下虻川）�
�
JA秋田みなみ�
　　天王総合支所�
天王中学校体育館�

主　会　場 天王総合体育館
協賛第１会場 天王総合体育館駐車場・天王公民館
協賛第２会場 昭和工業団地
協賛第３会場 昭和公民館・昭和体育館

羽城中学校体育館
その他会場 石川翁資料館・ブルーメッセあきた

八郎潟ハイツ・JA秋田みなみ天王総合支所
ほか

※詳しくは、10月中旬に全戸配布したチラシをご覧ください。

【種苗交換会の主な会場】

第129回秋田県種苗交換会が開幕
会期は11月１日（水）から７日（火）まで

県種苗交換会に関するお問い合わせは、潟上市協賛会事務局（q８５５－５１６６）

▲主会場となる天王総合体育館
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第
61
回
国
民
体
育
大
会
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
を
視
察

国
体
成
功
を
め
ざ
し

民
泊
協
力
会
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

九
月
三
十
日
、
秋
田
空
港
を
出
発

し
た
一
行
は
、
三
木
市
吉
川
町
（
よ

か
わ
ち
ょ
う
）
の
民
泊
協
力
会
を
訪

れ
ま
し
た
。
吉
川
町
で
は
四
十
カ
所

の
協
力
会
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
女

子
の
監
督
・
選
手
五
二
〇
人
を
受
け

入
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
二
班
に
分
か
れ
、

一
班
が
秋
田
県
選
手
を
受
け
入
れ
て

い
る
古
川
地
区
、
二
班
が
三
重
県
と

長
崎
県
の
二
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
て

い
る
冨
岡
地
区
の
民
泊
協
力
会
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
一
日
は
、
一
班
が
相
撲
競
技
、

二
班
が
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
各
競
技

会
場
を
訪
れ
、
施
設
の
設
営
や
補
助

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
動

状
況
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

相
撲
競
技
は
、
淡
路
島
に
あ
る

「
南
あ
わ
じ
市
」
で
行
わ
れ
、
鳴
門
海

峡
が
近
く
に
あ
り
民
宿
が
多
い
こ
と

か
ら
、
選
手
・
監
督
は
市
内
に
あ
る

十
四
の
民
宿
に
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。

競
技
会
場
で
は
、
多
数
の
市
民
や

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
、

特
に
選
手
休
憩
所
で
は
飲
み
物
や
地

元
特
産
の
「
そ
う
め
ん
」
な
ど
で
選

手
を
も
て
な
し
、
用
意
し
た
三
千
食

分
の
「
そ
う
め
ん
」
も
お
昼
過
ぎ
に

は
な
く
な
り
、
係
員
は
疲
れ
な
が
ら

も
選
手
か
ら
の
『
う
ま
い
、
う
ま
い
』

の
言
葉
に
大
変
満
足
げ
で
し
た
。

会
場
内
で
は
土
俵
に
向
か
う
秋
田

県
の
少
年
選
手
に
観
客
か
ら
声
が
か

け
ら
れ
、
前
年
度
の
開
催
地
「
岡
山

県
和
気
町
」
の
人
で
し
た
。
ス
タ
ン

ド
を
見
上
げ
る
と
「
が
ん
ば
れ
○
○

県
／
和
気
町
○
○
民
泊
協
力
会
」
と

書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
た
応
援
団

が
多
数
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
民
泊
で

生
ま
れ
た
選
手
と
の
交
流
の
深
さ
、

民
泊
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

猪
名
川
町
で
行
わ
れ
た
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
で
は
、
会
場
内
で
中
学
生
や

高
校
生
の
競
技
補
助
員
が
所
狭
し
と

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
・
秋

田
県
出
身
選
手
の
登
場
に
、
視
察
員

の
大
き
な
声
援
が
場
内
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

選
手
一
般
休
憩
所
で
は
、
飲
み
物

や
二
千
食
の
豚
汁
が
二
十
人
の
ス
タ

ッ
フ
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
雨

に
対
す
る
対
策
の
大
切
さ
を
再
確
認

す
る
う
え
で
は
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
成
功
に
向
け
、
市
で
は
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
二
日

ま
で
の
日
程
で
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
の
大
き
な
目
的
は
、
国
体
成
功
の
鍵
を
握
る
「
民
泊
の
視
察
」。
石
川
市
長
を
は
じ
め
、
藤

原
市
議
会
議
長
、
市
議
会
議
員
、
民
泊
協
力
会
や
婦
人
会
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
な
ど
四
十
人
の
一
行

は
、
兵
庫
国
体
の
民
泊
協
力
会
や
競
技
会
場
の
運
営
状
況
な
ど
を
じ
か
に
見
聞
き
し
、
改
め
て
民
泊
の
推
進

に
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
兵
庫
国
体
の
視
察
報
告
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲相撲競技会場に全国の強豪が参加
▲猪名川町のレスリング競技（成年男子）
会場を視察

▲三木市古川地区の民泊拠点施設前には歓迎
の“のぼり”で秋田県選手を迎える
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国
体
・
民
泊
協
力
会
を

視
察
し
て

新
関
民
泊
協
力
会
会
長

菅
原
　
金
雄
さ
ん

（
昭
和
大
久
保
）

三
木
市
吉
川
町
の
冨
岡
地
区
は
、
酒

米
で
有
名
な
『
山
田
錦
』
の
産
地
で
、

所
々
に
柵
田
の
展
開
す
る
の
ど
か
な
農

村
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
約
七
十
戸

の
こ
の
地
区
で
、
二
チ
ー
ム
（
二
県
）

二
十
一
人
（
十
一
家
庭
）
で
民
泊
を
引

き
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
民
泊
に

対
す
る
意
識
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
協
力
会
の
立

ち
上
が
り
の
早
さ
（
平
成
十
七
年
三

月
）、
準
備
の
周
到
さ
（
例
え
ば
、
役

員
会
十
二
回
開
催
、
地
区
単
独
調
理
実

習
五
回
な
ど
）、
住
民
と
の
連
携
（
独

自
の
「
民
泊
協
力
会
だ
よ
り
」
発
行
、

地
区
名
の
入
っ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
全
戸

配
布
）
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
明
る
く
生
き

生
き
と
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
参
考
に
、
地
域
住
民

と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
特
に
構
え

る
こ
と
な
く
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
を
も
て
な
す
気
持
ち
で

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

羽
立
神
明
地
区
民
泊
協
力
会
会
長

伊
藤
　
義
弘
さ
ん

（
飯
田
川
下
虻
川
）

兵
庫
県
三
木
市
吉
川
町
の
冨
岡
民
泊

協
力
会
の
拠
点
セ
ン
タ
ー
は
、
地
区
の

公
民
館
で
、
歓
迎
会
等
の
諸
行
事
や
選

手
団
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
朝
夕
の
食
事

な
ど
を
行
い
、
素
泊
り
、
洗
濯
、
風
呂

等
は
民
泊
家
庭
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
。
民
泊
協
力
会
の
組
織
体
制
は
、
会

長
・
副
会
長
・
会
計
を
役
員
に
、
総
務

班
・
調
理
班
・
運
営
班
・
民
泊
班
の
四

国
体
の
成
功
は
民
泊
か
ら

潟
上
市
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

菅
原
　
宏
樹
さ
ん

（
昭
和
大
久
保
）

「のじぎく兵庫国体」を視察「のじぎく兵庫国体」を視察

▲古川民泊協力会のみなさんとの説明会

冨
岡
民
泊
協
力
会
の
み
な
さ
ん
と
情
報
交
換

▲

班
組
織
を
主
体
と
し
、「
選
手
を
温
か

く
迎
え
入
れ
、
民
泊
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

を
合
い
言
葉
に
地
区
の
み
な
さ
ん
が

「
一
人
一
役
」
の
協
力
・
支
援
と
し
て

取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

拠
点
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
民
泊
家

庭
の
環
境
整
備
、
歓
迎
装
飾
、
田
園
地

帯
を
活
用
し
た
歓
迎
演
出
、
定
期
的
に

「
民
泊
協
力
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て

地
区
全
体
で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

随
所
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
地
区
が

一
丸
と
な
っ
て
選
手
団
を
歓
迎
し
て
い

る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
民
泊
協
力
会
の
組
織
運
営
、

予
算
運
用
面
で
も
大
変
参
考
と
な
っ
た

こ
と
が
多
く
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
が
率
直
な
感
想
で
す
。

潟
上
市
で
も
、
行
政
と
連
携
を
密
に

し
、
選
手
団
が
十
分
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
づ
く
り
と
、
よ
い
思
い
出
と
な
る

民
泊
協
力
会
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
の
大
地
震
か
ら
見
事
な
復

興
を
と
げ
た
兵
庫
県
で
の
「
の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
」。
大
惨
事
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
、
陽
気
で

明
る
い
兵
庫
県
民
か
ら
、「
元
気
」「
勇

気
」「
や
る
気
」
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

「
国
体
の
成
功
は
民
泊
か
ら
」「
国
体

の
カ
ギ
を
握
る
の
は
民
泊
の
成
功
」
を

合
言
葉
に
、
三
木
市
吉
川
町
の
民
泊
協

力
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
設
立
当
初
か

ら
の
話
を
聞
き
、
多
く
を
学
ぶ
と
共
に
、



い
く
つ
か
の
課
題
も
抱
え
て
き
ま
し
た
。

特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
緊
急
時
の
対

策
が
し
っ
か
り
と
出
来
て
い
た
と
い
う

点
で
す
。
防
犯
、
急
病
人
発
生
時
、
火

災
予
防
な
ど
一
一
九
番
通
報
に
至
る
ま

で
、
こ
と
細
か
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
協
力
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
全
国
か

ら
来
会
す
る
選
手
・
監
督
を
温
か
く
迎

え
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
、
強
い
感

銘
を
覚
え
ま
し
た
。

検
討
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
協
力
会

の
拠
点
施
設
に
も
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
の
愛
知

万
博
で
は
、
多
く
の
命
を
救
っ
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
は
、
競
技
会
場
や
民
泊
の
拠

点
施
設
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
吉
川
町
で
一
番
苦
労

し
た
こ
と
は
民
泊
家
庭
の
確
保
だ
っ
た

と
の
こ
と
、
当
市
で
も
同
様
に
感
じ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
来
会
く
だ
さ
る
方
々
に
秋
田
、
潟

上
市
が
一
生
の
思
い
出
の
地
と
な
る
よ

う
、
精
一
杯
の
真
心
を
贈
り
た
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。

国
体
民
泊
状
況
を
視
察
し
て

追
分
町
内
会
長

海
山
　
礼
司
さ
ん

（
天
王
字
追
分
西
）

初
日
の
九
月
三
十
日
、
一
行
は
関
西

空
港
か
ら
バ
ス
で
神
戸
の
北
、
三
木
市

吉
川
町
冨
岡
地
区
に
直
行
し
ま
し
た
。

冨
岡
民
泊
協
力
会
の
計
ら
い
で
、
拠

点
の
冨
岡
公
民
館
で
活
動
状
況
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
同
地
区
は
、
三
重
、

長
崎
の
二
県
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
・

女
子
の
監
督
、
選
手
計
二
十
一
名
を
十

一
軒
の
家
庭
で
受
け
入
れ
、
協
力
会
の

組
織
は
三
役
の
ほ
か
総
務
、
調
理
、
運

営
、
民
泊
の
四
つ
の
班
に
一
〇
〇
名
の

班
員
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
調
理

班
は
、
四
班
の
交
代
制
に
し
調
理
実
習

も
回
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
選
手
歓
迎

会
の
模
様
を
ビ
デ
オ
で
見
た
後
、
二
軒

の
民
泊
家
庭
を
訪
問
し
、
迎
え
る
側
の

心
遣
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
泊
家
庭
の
周
り
に
は
、
の
ぼ
り
が

立
て
ら
れ
、
歓
迎
の
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

翌
日
、
宝
塚
市
の
隣
、
猪
名
川
町
の

文
化
体
育
館
で
の
レ
ス
リ
ン
グ
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
秋
田
の
選
手
の
応
援

を
兼
ね
て
競
技
を
観
戦
。
二
つ
の
競
技

施
設
、
運
営
面
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を

視
察
し
て

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

奈
良
　
孝
子
さ
ん

（
天
王
字
二
田
）

「
選
手
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
民
泊

を
成
功
さ
せ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
二
チ
ー
ム
（
三
重
県
・
長

崎
県
）
二
十
一
名
の
選
手
団
を
受
け
入

れ
て
奮
闘
し
て
い
る
「
三
木
市
吉
川
町

冨
岡
民
泊
協
力
会
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

大
会
二
日
目
と
い
う
忙
し
い
中
で
、

私
た
ち
視
察
団
を
快
く
迎
え
入
れ
、
民

泊
の
必
要
性
・
協
力
会
の
設
立
、
総
務

班
・
調
理
班
・
運
営
班
・
民
泊
班
と
四

班
の
役
割
、
今
ま
で
の
経
緯
な
ど
、
具

体
的
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。調

理
班
は
、
五
回
の
調
理
実
習
を
経

て
、
朝
四
時
に
起
き
て
食
事
づ
く
り
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
訪
問

し
、
集
会
所
や
受
け
入
れ
家
庭
周
囲
全

体
が
花
い
っ
ぱ
い
の
環
境
美
化
、
歓
迎

の
「
の
ぼ
り
」
な
ど
、
心
温
ま
る
接
待

の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
の
前
大
会
「
ま
ご
こ

ろ
国
体
」
同
様
に
、
“
笑
顔
”
と
“
ま

ご
こ
ろ
”
を
も
っ
て
接
し
、
選
手
の

み
な
さ
ん
が
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

▲兵庫国体レスリング少年60kg級で見事準優勝に輝いた
三浦和也選手（秋田商業高校３年・飯田川下虻川・写真右）

▲冨岡民泊協力会では調理班が食事準備に大忙し

5
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飯
田
川
地
区
文
化
祭

飯
田
川
地
区
文
化
祭
が
十
月

七
日
と
八
日
の
両
日
、
飯
田
川

公
民
館
と
飯
田
川
体
育
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
場
と
な
っ
た
飯
田

川
体
育
館
に
は
、
陶
芸
、
写
真
、

押
し
花
な
ど
五
九
九
点
が
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

毎
回
人
気
を
博
す
る
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
友
愛
セ

ー
ル
・
青
空
市
場
は
今
年
も
大

人
気
で
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

八
日
に
は
、
飯
田
川
公
民
館

で
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
羽
城

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
迫
力

の
あ
る
演
奏
、
若
竹
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
園
児
の
歌
や
手
遊

び
、
各
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

の
謡
曲
、
舞
踊
な
ど
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
飛
び
入
り
で
カ

ラ
オ
ケ
に
挑
戦
す
る
人
も
出
て

く
る
な
ど
、
会
場
は
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
婦
人
会
や
Ｊ
Ａ

女
性
部
に
よ
る
食
堂
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
う
ど
ん
・
そ
ば
・
だ
ま

こ
も
ち
な
ど
の
料
理
が
振
る
舞

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
昇
る
陽
よ
…
　
心
を
合
わ

せ
、
潟
上
の
未
来
を
奏
で
よ
う
』

を
テ
ー
マ
に
第
二
回
潟
上
市
音

楽
祭
が
、
十
月
十
四
日
に
潟
上

市
天
王
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
市
内
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
各
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
市
芸
術
文
化
協
会

な
ど
に
よ
る
音
楽
祭
実
行
委
員

会
が
企
画
・
運
営
を
し
た
音
楽

祭
で
す
。

当
日
、
会
場
に
は
市
民
ら
約

七
百
人
が
詰
め
掛
け
、
潟
上
子

ど
も
和
楽
器
合
奏
団
の
演
奏
で

音
楽
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
演
に
あ
た
り
、
石
川
光
男

市
長
が
「
潟
上
市
民
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
な
が
ら
音
楽
を
楽
し

み
、
音
楽
を
と
お
し
て
心
の
交

流
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
と

て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

第
一
部
で
は
「
コ
ー
ラ
ス
四

季
の
会
」「
コ
ー
ル
羽
城
」「
コ

ー
ル
は
ま
な
す
」
の
み
な
さ
ん

芸
術
・
文
化
の
秋
。
潟
上
市
で
は
各
地
区
で
文
化
祭
が
行
わ
れ
、
写

真
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示
、
団
体
や
個
人
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
四
日
に
は
音
楽
祭
、
十
五
日
に
は
文
化
講
演
会
が
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
会
場
を
訪
れ
て
、
芸
術
文
化
を
肌
で
感
じ

て
い
ま
し
た
。

♪�
�

♪��

▲力作・秀作がズラリ

▲お茶をおいしくいただきました

▲大正琴サークルによる演奏

市
民
歌
「
昇
る
陽
よ
」
大
合
唱
に
感
動



７

昭
和
地
区
文
化
祭
が
、
十
月

七
日
と
八
日
の
両
日
、
昭
和
体

育
館
と
昭
和
公
民
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
体
育
館
で
は
一
般
・
各

種
団
体
に
よ
る
手
芸
や
生
け

花
、
書
道
、
写
真
な
ど
七
九
九

点
が
展
示
さ
れ
、
力
作
の
数
々

に
来
場
者
は
足
を
止
め
、
感
嘆

し
き
り
で
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
押
し

花
、
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
、
プ
ラ

板
で
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

を
行
い
、
多
く
の
方
々
が
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
点
前
の

実
演
で
来
場
者
を
お
も
て
な

し
。
ま
た
、
婦
人
会
に
よ
る

「
お
ふ
く
ろ
食
堂
」
の
だ
ま
こ

も
ち
も
大
人
気
で
し
た
。

八
日
に
は
、
文
化
祭
に
合
わ

せ
て
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
二
十
八
人
、
昭

和
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、

同
じ
日
程
で
開
催
し
て
い
る
飯

田
川
地
区
の
文
化
祭
を
見
学
、

石
川
翁
資
料
館
で
休
憩
を
し
、

昭
和
公
民
館
へ
戻
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
疲
れ
よ
り
も
、

充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
、
来
年
も

参
加
し
た
い
」
と
好
評
で
し
た
。

芸
能
発
表
は
昭
和
公
民
館
を

会
場
に
行
わ
れ
、
芸
術
文
化
協

会
加
盟
団
体
に
よ
る
謡
曲
や
舞

踊
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
合

う
と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

が
、
指
揮
・
伴
奏
に
合
わ
せ
て

学
び
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。第

二
部
で
は
、
天
王
中
・
天

王
南
中
・
羽
城
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
力
強
く
演
奏
。
そ
の
あ

と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
潟

上
市
民
歌
」「
秋
田
県
民
歌
」

大
合
唱
で
は
、
美
し
く
力
強
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
場
内
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
、
県
内
有
数
の

部
員
数
と
優
れ
た
演
奏
で
名
高

い
県
立
新
屋
高
校
吹
奏
楽
部
約

六
十
人
の
み
な
さ
ん
が
演
奏
。

力
強
く
も
優
し
く
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
演
奏
に
市
民
ら
は
う
っ
と

り
と
聞
き
入
り
、
感
動
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
地
区
文
化
祭

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
に
興
味
津
々

▲

市
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
息
の
合
っ
た

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た

▲

▲みんなで歩いてニッコリ笑顔▲すてきな歌声に会場はうっとり

▲天王南中学校吹奏楽部による力強い演奏▲感動の大合唱

▲優雅な舞



潟
上
市
文
化
講
演
会
が
、
十

月
十
五
日
、
天
王
公
民
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
俳
優
の
浜
美
枝
さ
ん

が
講
演
す
る
と
あ
っ
て
、
会
場

に
は
市
民
約
六
百
人
が
詰
め
か

け
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

開
演
に
先
立
ち
、
石
川
光
男

市
長
が
「
十
六
歳
で
の
映
画
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、
数
多
く
の
映

画
・
テ
レ
ビ
に
出
演
さ
れ
、
な

か
で
も
イ
ギ
リ
ス
映
画
『
０
０

７
は
２
度
死
ぬ
』
の
ボ
ン
ド
ガ

ー
ル
と
し
て
話
題
を
呼
び
ま
し

た
。
現
在
は
廃
屋
と
な
っ
た
農

家
の
廃
材
を
集
め
た
家
に
移
住

し
、
米
・
野
菜
づ
く
り
に
も
挑

戦
。
環
境
・
農
・
食
に
つ
い
て

研
究
し
、
ラ
イ
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
も
幅
広
く
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
浜
さ
ん

を
紹
介
。

浜
さ
ん
は
秋
田
に
着
い
て
か

ら
、
講
演
ま
で
の
時
間
を
利
用

し
て
、
聖
農
石
川
翁
資
料
館
や

昭
和
地
区
の
バ
ラ
農
家
を
訪

ね
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
石
川
翁

8

潟
上
市
文
化
講
演
会

潟
上
市
文
化
講
演
会

の
功
績
・
遺
品
の
数
々
、
バ

ラ
農
家
で
「
逢
っ
た
」
若
い

後
継
者
、
す
べ
て
に
「
逢
え

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。「

今
日
、
こ
の
日
、
こ
の

時
み
な
さ
ん
に
逢
え
て
よ
か

っ
た
。
男
性
は
奥
さ
ま
、
女

性
は
旦
那
さ
ま
に
そ
れ
ぞ
れ

出
会
い
と
い
う
奇
跡
を
経
て
、

今
一
緒
に
い
る
わ
け
で
す
。

人
と
の
出
会
い
を
大
事
に
、

そ
の
か
け
が
え
の
な
い
も
の

を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
」
と

語
り
か
け
、
多
く
の
聴
衆
に

感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

十
月
一
日
、
潟
上
市
芸
術
文

化
協
会
天
王
支
部
（
支
部
長

児
玉
三
朗
）
が
主
催
す
る
「
芸

術
文
化
交
流
会
（
学
習
発
表

会
）」
が
、
天
王
公
民
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
七
団
体
約
百
十

人
が
参
加
。
展
示
部
門
に
俳
句
、

短
歌
、
絵
画
の
四
団
体
が
出
展

し
ま
し
た
。
舞
台
部
門
で
は
、

八
団
体
が
民
謡
や
踊
り
を
発

表
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

潟
上
市
芸
術
文
化
協
会

天
王
支
部
芸
術
文
化
交
流
会

（
学
習
発
表
会
）

俳
優
・
浜
美
枝
さ
ん
が
聴
衆
を
魅
了

▲講師の浜美枝さん。笑顔が印象的！

▲たくさんの人が浜さんをお見送り ▲超満員の会場！
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生涯学習課11月行事
天
王
地
区
文
化
祭
が
十
月
十

四
日
・
十
五
日
の
両
日
、
天
王

公
民
館
、
図
書
館
、
天
王
保
健

セ
ン
タ
ー
、
天
王
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
民
に
よ
る
絵

画
や
生
け
花
、
盆
栽
や
陶
芸
を

は
じ
め
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る

絵
画
や
書
道
な
ど
の
力
作
・
秀

作
一
、
二
三
七
点
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
多
く
の
市
民
が
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

十
四
日
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

交
流
発
表
や
、
百
人
一
首
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開
か
れ
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
ほ

か
、
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
民

俗
資
料
展
示
や
婦
人
会
バ
ザ

ー
、
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
で
も
多

く
の
市
民
が
秋
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

夜
か
ら
は
、
公
民
館
ホ
ー
ル

で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
、
各
ダ
ン
ス
同
好
会
を
中
心

と
し
て
、
参
加
者
五
十
六
人
が

華
麗
な
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

十
五
日
、
公
民
館
で
は
各
種

団
体
に
よ
る
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
天
王
中
学
校
生
徒
に

よ
る
劇
に
始
ま
り
、
舞
踊
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
・
ギ
タ
ー
の
演
奏
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、「
劇
団
お
ら

ほ
」
に
よ
る
劇
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
見
る
も
の
の
目
を
釘
付
け

に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
館
で
は
童
話
の

会
主
催
の
お
話
の
広
場
を
は
じ

め
、
山
野
草
写
真
展
、
名
画
劇

場
。
天
王
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
作
品
展
示
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
も
と
・

盆
栽
展
な
ど
、
終
日
に
わ
た
り

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
が
芸
術
・
文
化
の

秋
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

※今月の公民館の休館日　13日（月）

【昭和公民館】（q８５５－５１３０）
●子育て講座　　　　　８日（水）10時～
中央児童館　講話：絵本のお話
●湖南大学（11月講座）14日（火）10時30分～
講話、趣味講座
●女性セミナー　　15日（水）10時～
●ほうかご元気塾　

１日・８日･15日･22日･29日（各水曜日）
15時～　レイクプラザ
２日・９日･16日･30日（各木曜日）
15時～　豊川地区館

●土よう日元気塾　　　25日（土）10時～
●石川翁顕彰短歌大会　11日（土）10時30分～

【飯田川公民館】（q８７７－６７４４）
●ことぶき大学園
〔普通科〕 16日（木）10時～講話
〔軽スポーツ科〕 10日（金）10時～

二荒山グラウンドゴルフ場
30日（木）10時～
ふれあいスポーツ会館

〔書道科〕 14日･28日（各火曜日）10時～
●英会話教室（初級）２日（木）18時30分～

（中級）16日（木）18時30分～
●子育て教室　　　　９日（木） 10時～
●生き生き女性セミナー

14日（火）18時30分～
●絵手紙教室　　　　21日（火）10時～
●少年少女発明クラブ　11日(土)13時～

若竹児童センター

【天王公民館】 （q８７８－４１１１）
●日本語教室　　　　12日･26日（各日曜日）10時～

16日･30日（各木曜日）19時～
●松寿大学　　　　　16日（木） 10時～
●フラダンス教室　　17日（金）･30日（木）９時～
●楽しい押し花　　　21日（火）10時～
●子育て母親学級　　22日（水）13時30分～
●お茶の間サロン　　10日･17日･24日（各金曜日）

９時～

【図　書　館】 （q８７８－６６８８）
※11月1日（水）
本館･学習館の閉館時間は17時になりました。
●読み聞かせ会　　　４日（土）11時～昭和学習館

【追分地区児童館】 （q８７３－４８８９）
●押し花カレンダー作り　　11日（土）14時～
●大根の収穫　　　　　　　15日（水）16時～
●フェルト御殿毬飾り作り　18日（土）14時～
●正月用寿箸入れ作り　　　29日（水）15時30分～

天
王
地
区
文
化
祭

▲作品展示場にはたくさんの人

▲童話の会主催によるお話の広場 ▲カラオケ同好会交流発表会

▲男女共同参画についての劇を披露
「劇団おらほ」
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絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な

っ
た
十
月
九
日
体
育
の
日
、
開

会
式
で
は
石
川
光
男
市
長
が

「
秋
晴
れ
の
も
と
、
参
加
者
全

員
が
完
走
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
ス
タ

ー
ト
前
に
は
、
自
己
タ
イ
ム
の

記
録
に
挑
戦
す
る
ラ
ン
ナ
ー

や
、
親
子
・
友
達
で
楽
し
み
な

が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
光
景

が
見
ら
れ
、
和
や
か
な
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
天
王

総
合
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ

ー
ル
と
す
る
二
・
五
㎞
と
五
㎞

の
二
コ
ー
ス
。
ペ
ア
・
個
人
の

部(

年
代
・
男
女
別)

合
計
二
十

五
部
門
で
競
わ
れ
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
中
学
校
部
活

の
児
童
や
生
徒
、
一
般
ラ
ン
ナ

ー
な
ど
、
総
勢
五
三
八
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

ペ
ア
の
部
で
は
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
走
る
親
子
ラ
ン
ナ
ー

が
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
、

個
人
・
小
中
学
校
で
は
、
苦
し

い
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
力
走

す
る
児
童
や
中
学
生
に
、
沿
道

か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

個
人
・
一
般
で
は
、
市
内
外

の
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
を
は
じ

め
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
健
康
づ

く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
中
で
最
高
齢
の
畠
山
祐

治
さ
ん(

潟
上
市
・
八
十
八
歳)

ら
に
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催

記
念
と
し
て
、
市
国
体
事
務
局

か
ら
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

走
り
終
え
た
参
加
者
に
は
、

美
味
し
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ

た
ほ
か
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
新

米(

三
十
㎏)

、
自
転
車
が
当
た

る
抽
選
会
に
子
ど
も
た
ち
が
大

ハ
ッ
ス
ル
し
、
思
い
思
い
に

「
体
育
の
日
」
を
満
喫
し
ま
し

た
。

第
２
回
潟
上
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
10
月
９
日
、
天
王

総
合
体
育
館
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
５

３
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。
爽
や
か
な
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
健
康
づ
く
り
に

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▲スタート前には小学生が大集合！ドキドキ・ワクワクの瞬間…

▲マラソン愛好者が秋路を快走

▲スギッチも応援！がんばれー！

▲お互いがんばろうネ！▲息のあった親子ランナーがゴールをめざす



十
月
二
十
日
、
男
鹿
・
潟

上
・
南
秋
地
区
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会
（
会
長
　
菅
原
勝

雄
）
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
研
修
会
」
が
、
昭
和
体
育
館

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
男
鹿
・
潟
上
・
南

秋
地
区
の
体
育
指
導
委
員
及
び

担
当
職
員
な
ど
約
三
十
人
が
参

加
。
は
じ
め
に
、
菅
原
会
長
が

「
来
年
、
い
よ
い
よ
秋
田
わ
か

杉
国
体
を
迎
え
る
が
、
各
地
区

の
体
育
指
導
委
員
が
社
会
体
育

活
動
を
よ
り
推
進
し
な
が
ら
、

力
を
合
わ
せ
て
国
体
成
功
に
向

け
て
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
に

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

実
技
研
修
で
は
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
吹
矢
公
認
指
導
員
の
鎌
田

稔
氏
（
昭
和
大
久
保
）
が
講
師

を
務
め
、
県
内
で
も
女
性
に
人

気
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
ル
ー
ル

講
習
・
実
技
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
「
静
か

な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と
も
呼
ば

れ
、
腹
式
呼
吸
と
胸
式
呼
吸
を

用
い
て
的
に
吹
矢
を
射
て
、
ポ

イ
ン
ト
数
で
競
い
合
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

参
加
者
ら
は
、
礼
儀
作
法
や

ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
、
呼
吸
方

法
な
ど
、
『
静
の
ス
ポ
ー
ツ
』

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
技
術
向

上
と
情
報
交
換
を
深
め
合
い
ま

し
た
。
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第２回潟上市健康マラソン大会結果

【ペアの部】
〈2.5km 親子ペア〉
第１位　中川　一・中川奎太

(能代第５小・10分34秒)
〈2.5km こどもペア〉
第１位　鎌田遼太・中村　佑

(追分小・11分49秒)
〈2.5km おとなペア〉
第１位　高橋　仁・高橋静音
(天王中女子バスケ部・11分28秒)

【個人の部】
〈2.5km 小学生男子〉
第１位　板　橋　右　京

(天王野球スポ少・10分23秒)
〈2.5km 小学生女子〉
第１位　天　野　美　穂
(出戸ミニバススポ少・10分07秒)
〈2.5km 中学生男子〉
第１位　船　木　健　多

(御野場中学校・９分04秒)
〈2.5km 中学生女子〉
第１位　藤　原　千　優

(能代東中学校・10分38秒)
〈2.5km 一般Ａ男子〉
第１位　佐　藤　　　匠

(金足農業高校・８分38秒)
〈2.5km 一般Ａ女子〉
第１位　佐　藤　愛　世

(西目高校・15分05秒)
〈2.5km 一般Ｂ男子〉
第１位　船　木　　　淳
(あじわい山SUN'S・８分51秒)

〈2.5km 一般Ｂ女子〉
第１位　富　樫　麻紀子

(秋田市・12分49秒)

〈2.5km 一般C男子〉
第１位　藤　原　浩　行

(能代市・９分11秒)
〈2.5km 一般C女子〉
第１位　武　藤　良　子

(秋田市・15分50秒)
〈2.5km 一般Ｄ男子〉
第１位　播磨屋　　　茂

(秋田一ツ森RC・11分23秒)
〈５km 中学生男子〉
第１位　天　野　達　紀

(飯島中学校・18分04秒)
〈５km 中学生女子〉
第１位　渋　谷　彩　夏

(天王中柔道部・25分36秒)
〈５km 一般Ａ男子〉
第１位　丸　谷　光　紀

(㈱マルハン追分・18分24秒)
〈５km 一般Ｂ男子〉
第１位　武　田　　　保

(秋田市・16分21秒)
〈５km 一般Ｂ女子〉
第１位　石　井　りみ子

(秋田市・19分53秒)
〈５km 一般C男子〉
第１位　舘　岡　一　博

(秋田市・19分02秒)
〈５km 一般C女子〉
第１位　宮　城　郁　子

(五城目町・24分22秒)
〈５km 一般Ｄ男子〉
第１位　今　野　久　夫

(秋田市・19分01秒)
〈５km 一般Ｄ女子〉
第１位　富　樫　良　子

(秋田市・22分07秒)

※敬称略、各部門１位（所属・タイム）

▲すべてのランナーが完走！いい汗を流しました

▲抽選会で自転車をゲット！ヤッタネ

▲子どもたちが「体育の日」を楽しむ

▲各地区の体育指導委員が技術を習得

男
鹿
・
潟
上
・
南
秋
地
区

体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
」

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
す
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【団体戦】
優　勝　飯田川小
準優勝　天王小
第３位　出戸小
第４位　東湖小

【個人戦】
〈４年生以下の部〉
優　勝　奈良　幹太（出戸小）
準優勝　佐藤　健太（出戸小）
第３位　佐藤　隼人（東湖小）
第３位　櫻庭　　奨（東湖小）

〈５年生の部〉
優　勝　和田　光平（天王小）
準優勝　佐藤　紀幸（飯田川小）
第３位　藤原　　嵩（天王小）
第３位　小玉　慧作（出戸小）

〈６年生の部〉
優　勝　北條　大紀（飯田川小）
準優勝　加藤　裕貴（飯田川小）
第３位　佐々木良太（飯田川小）
第３位　石川　和喜（天王小）

●第２回潟上市学童相撲大会
（10月21日：飯田川ふれあいスポーツ会館）

準優勝　天王ヴィクトリーズ

大野星哉くんがプロ野球ジュニア大会出場へ

天王ヴィクトリーズの大野星哉くん（天王小６年）が、
楽天イーグルスジュニアチームのメンバーに選ばれまし
た。東北各県から選ばれた18人で構成されるこのチーム
は、プロ野球12球団それぞれのジュニアチームが参加し
て行われる「プロ野球ジュニア大会」（12月26日～28
日：福岡ドーム）に出場します。

●第４回東北学童軟式野球新人県大会
（９月18日・19日：グリーンスタジアムよこて）

優　勝　川向チーム（昭和）
準優勝　本郷チーム（天王）
最優秀選手賞　千田　　悟（川向）
敢闘賞　京野　　保（本郷）

●第１回潟上市壮年（35歳以上）
ソフトボール大会（９月10日：元木山球場）

【幼年32㎏級】

第１位　工藤　裕也（飯田川スポ少）

【小学１・２年35㎏超級】

第３位　山添　喜大（勲武館）

【小学３・４年男子33㎏級】

第３位　保坂　史門（勲武館）

【小学３・４年男子42㎏級】

第２位　鈴木　悠之（飯田川スポ少）

【小学３・４年男子52㎏級】

第２位　田代　頌介（勲武館）

【小学５・６年男子45㎏級】

第３位　伊藤　一哉（勲武館）

【小学５・６年男子51㎏級】

第１位　岩波　成人（勲武館）

【中学男子59㎏級】

第２位　保坂　　健（勲武館）

【中学男子73㎏級】

第２位　原田　優輝（勲武館）

【小学３・４年女子36㎏級】

第１位　伊藤　百花（飯田川スポ少）

【小学３・４年女子42㎏級】

第３位　工藤　　彩（飯田川スポ少）

【小学５・６年女子33㎏級】

第１位　高山　奈々（勲武館）

【小学５・６年女子36㎏級】

第２位　佐々木なつみ（飯田川スポ少）

【小学５・６年女子56㎏級】

第２位　藤田志鶴貴（飯田川スポ少）

【中学女子50㎏級】

第１位　佐藤　亜子（飯田川スポ少）

●第10回ＮＪジュニアレスリング大会
（９月17日：東北学院中・高体育館）

【低学年の部】
第３位　昭和剣道スポ少
優秀選手
低学年の部　鈴木　雄稀（昭和剣道スポ少）
高学年の部　桧山　大晟（天王剣道スポ少）

●第52回秋田県少年剣道大会
（９月16日：秋田県立武道館）

＜野球（会場・長沼球場）＞
優　勝　天王ヴィクトリーズ
準優勝　東湖スポ少
第３位　追分スポ少、出戸スポ少

＜ミニバス（会場・天王総合体育館）＞
【男子】 【女子】
優　勝　飯島スポ少 優　勝　東湖スポ少
準優勝　天王スポ少 準優勝　出戸スポ少
第３位　五里合スポ少 第３位　天王スポ少
敢闘賞　仁井田スポ少 敢闘賞　追分スポ少　　　

●天王ライオンズクラブ杯
第24回野球大会・第22回ミニバス大会

（10月１日）

第36回県民スポーツ大会の主な結果

●陸上競技（８月20日：大館市長根山陸上競技場）
【男子75－79歳】
小野　栄（天王）
100ｍ走　　第１位（17秒０　 大会新）
走り高跳び　第１位（１ｍ５㎝　大会新）
棒高跳び　　第１位（３ｍ22㎝　大会新）

●バレーボール（８月19日・20日：由利本荘市総合体育館）
優　勝　潟上市バレーボール協会
●バスケットボール（９月９日・10日：美郷町リリオスほか）
【女子の部】準優勝　天王はまなす
●剣道（９月２日：秋田県立体育館）
【市対抗の部】第３位　潟上市剣道連盟
●相撲（９月10日：秋田県立武道館相撲場）
【団体の部】第３位　潟上市相撲連盟
●綱引（９月３日：三種町琴丘総合体育館）
【男女混合の部】優　勝　潟上市綱引協会

（敬称略）

▲団体戦優勝の飯田川小

※入賞団体・個人を掲載
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に
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

①
　
消
防
職
員
や
役
所
の
職
員
が
、

直
接
、
訪
問
販
売
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ

た
ら
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
一
般

的
な
値
段
は
一
個
五
千
円
前
後

で
す
。
法
外
な
値
段
を
提
示
さ

れ
た
ら
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

③
　
既
存
住
宅
は
平
成
二
十
三
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
設
置
す
れ

ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
適
正
な

価
格
の
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

不
適
正
な
訪
問
販
売
者
の
予
防

対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
５
日（
日
）
〜
11
月
11
日（
土
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
５
日（
日
）
〜
11
月
11
日（
土
）

消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火

男鹿地区消防本部
（q0185－23－3139）

湖東地区消防本部
（q018－874－2420）

火災・救急・救助は119番！

住
宅
用
火
災
警
報
器
・

消
火
器
の
設
置
を

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、

新
築
住
宅
は
平
成
十
八
年
六
月
一

日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
既
存
住
宅

は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

ま
で
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
近

年
増
加
し
、
死
に
至
っ
た
原
因
の

約
七
〇
％
は
『
逃
げ
遅
れ
』
に
よ

る
も
の
で
す
。
火
災
か
ら
大
切
な

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
や
消
化
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
化
器

の
不
適
切
な
訪
問
販
売
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め

○
住
宅
火
災
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

○
寝
た
き
り
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
身
体
不

自
由
者
の
方
々
を
住
宅
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
推
進

【 】

十
月
二
十
二
日
、
男
鹿
・
潟
上
・
南
秋
地
区
の

消
防
団
員
に
よ
る
教
養
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
火
災
・
災
害

に
備
え
た
訓
練
を
積
み
重
ね
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

▲
市
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全

と
不
法
投
棄
物
の
未
然
防
止
を

め
ざ
し
、
十
月
二
十
四
日
に

「
潟
上
市
環
境
巡
視
員
」
に
よ

る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
と
情
報
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
県
地
域

振
興
局
に
よ
る
不
法
投
棄
撤
去

支
援
モ
デ
ル
事
業
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
行
わ
れ
、
環
境
巡
視
員

三
十
二
人
と
県
・
市
職
員
な
ど

約
四
十
人
が
参
加
。
当
日
は
小

雨
が
降
る
肌
寒
い
中
で
、
市
内

の
不
法
投
棄
物
が
多
く
見
ら
れ

る
農
道
（
天
王
草
乙
女
溜
池
下
）

と
昭
和
工
業
団
地
前
の
市
道
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。
巡
視
員
の
み
な
さ
ん
は
、

「
市
内
の
市
道
や
農
道
で
は
悪

質
な
ポ
イ
捨
て
が
あ
り
、
不
法

投
棄
が
絶
え
な
い
。
ど
う
し
て

捨
て
る
か
理
解
で
き
な
い
」
と

話
し
ま
す
。

情
報
交
換
会
で
は
、
日
頃
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
情
報

交
換
と
交
流
を
深
め
、「
地
域

の
生
活
環
境
は
自
分
た
ち
の
手

で
守
る
」
こ
と
の
大
切
さ
と
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。

潟
上
市
環
境
巡
視
員

清
掃
活
動
と
不
法
投
棄
や

ポ
イ
捨
て
の
現
状
を
情
報
交
換▲なぜ減らない！ごみの不法投棄とポイ捨て

火災予防運動の
重点・推進事項
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総合政策課広報統計班（q878－9802）

第２回潟上市野球大会
白熱した試合を展開
10月15日・21日・22日の３日間、潟上市長沼球場を

主会場に、第２回潟上市野球大会が開催され、昨年より
５チーム多い市内の23チームが熱戦を展開しました。
最終日の決勝戦は、チーム誠（天王）とジャニーズ

（天王）が対戦。両チームとも投手を中心とした堅い守
りでピンチをしのぎ、１－１で延長戦に突入。最後まで
一進一退のシーソーゲームの末、延長９回表に２点を勝
ち越したチーム誠が３－１でジャニーズを振り切り、初
優勝に輝きました。
大会は３日間とも晴天に恵まれ、各試合では好プレー

が続出。いずれの試合も熱戦となり、試合後には各チー
ムの選手が健闘を称え合うすがすがしい光景が見られま
した。

ラブウォ－クin潟上
参加者全員が約６キロを完歩
10月１日、潟上市第２回歩こう会「ラブウォ－クin

潟上」が、天王グリーンランド周辺を会場に行われまし
た。
当日は、各種団体を中心に家族連れや仲間同士など、

市民180人が参加。天王スカイタワー前で準備体操をし
た後、午前９時スタート。県道秋田天王線を通り、出戸
浜海水浴場から、秋田男鹿サイクリングロード・遊歩道
を通り、鞍掛沼からピクニック広場までの約６キロのコ
ースを全員が完歩しました。
天王地区をはじめ、昭和・飯田川地区からも多くの参

加があり、参加者は自分のペースに合わせて、心地良い
汗をかきながら交流を楽しんでいました。

優　勝　チーム誠

準優勝　ジャニーズ

第３位　追分倶楽部

追分モーニンガーズ

大会結果

天王小学校
稲刈り体験で実りの秋を満喫
天王小学校（校長　進藤光子）の５年生児童が、９月

29日、学校裏手の水田であきたこまちの稲刈り体験を行
いました。
この体験は今年で５年目を数え、渡部保悦さん（天王

字二田）が保有する約５アールの水田を提供。今年５月
には５年生児童らが手作業による田植えを行い、苗の成
長を観察し、コメの歴史や知識を学んでいます。
この日は、好天に恵まれ、長靴をはいた児童らは、た

わわに実った稲穂を丁寧に刈り取り、みんなで協力して
運搬。子どもたちは「刈り取りは難しいけど、楽しかっ
た」など感想を話しながら、笑顔で心地よい汗を流しま
した。子どもたちは、学習の一環としてコメの研究成果
の発表を行うほか、収穫した新米を使った料理を心待ち
にしていました。

子
ど
も
た
ち
が
実
り
の
秋
を
体
感

▲

見
事
優
勝
の
「
チ
ー
ム
誠
」
ナ
イ
ン
！

▲

み
ん
な
で
歩
く
と
楽
し
い
ね

▼

▲好ゲームが続出！



15

全国地域安全運動キャラバン
犯罪のない安全なまちづくりを目指して
10月11日、五城目警察署と五城目地区防犯協会連合

会共催による「全国地域安全運動キャラバン」が行われ
ました。
各地区の防犯協会役員や少年保護育成委員など約30
人が「安全で安心して暮らせる地域社会の実現のため、
住民と関係機関・団体が一体となって取り組みましょ
う」と、五城目警察署管内の５市町村を巡回。一行が市
役所天王庁舎を訪れ、五城目地区防犯協会連合会の猿田
日出男会長から石川市長に「全国地域安全運動キャラバ
ンメッセージ」が伝達されました。
これを受け、石川市長は「潟上市でも、安全で安心な
まちづくりは重要な基本施策のひとつです。関係機関と
の連携を密にし、情報を共有しながらネットワークの拡
充が大事だと考えます」とあいさつを述べました。
この日、五城目警察署前でキャラバン出発式と防犯功
労者表彰が行われ、本市から７人・１団体が表彰されま
した。表彰された方は次のとおりです（敬称略）。

第33回秋田県交通指導隊大会が、10月５日、秋田市
文化会館を会場に開かれ、本市から成田長治さん（天
王字追分）が12年以上勤続優良隊員表彰、櫻庭昇一さ
ん（飯田川飯塚）が７年以上勤続優良隊員表彰を受賞
しました。
成田さんは、平成５年に旧天王町交通指導隊隊員と

なり、各種行事や交通安全教室などに積極的に参加し、
交通安全指導や街頭指導に努め、住民に広く交通事故
防止を呼びかけ、交通安全に大きく貢献されています。
櫻庭さんは、平成11年に旧飯田川町交通指導隊隊員

となり、長年にわたり地域の交通秩序の保持及び交通
事故防止に努め、地域の安全・安心なまちづくりに尽
力されています。

第33回秋田県交通指導隊大会
本市から２氏が優良隊員表彰

県消防協会男鹿潟上南秋支部主催による「第34回男鹿地区
中学校防火・救急救命弁論大会」が、９月12日、男鹿市払戸
中学校を会場に行われました。
大会には、同管内の中学校から９人（うち天王中１人・天
王南中１人）が出場し、防火・救急救命の大切さや命の尊さ
などを熱弁しました。
その結果、「人とのつながり」と題して発表した沼田涼太さ
ん（天王中２年）が、優秀賞に選ばれました。

男鹿地区中学校防火・救急救命弁論大会
優秀賞に沼田涼太さん(天王中２年)

潟上市防犯協会理事の
青木貞雄さん（昭和大久
保）が、全国防犯協会連
合会長から防犯栄誉銅章
の表彰を受けました。
青木さんは、平成４年
から旧昭和町防犯協会の
活動に従事。以来、15年
にわたり地域住民の防犯
意識の高揚やロックパト
ロール、イベント行事で
の街頭指導など地域の安
全安心のための活動を積
極的に行っています。ま

た、平成13年から５年間、県防犯協会連合会監事を務
めるなど、広域的な防犯活動にも尽力されています。
青木さんは「現在発生しているさまざまな問題に対

応するには、関係団体との協力が不可欠。安全で安心
して暮らせる地域づくりのため、連携強化に努めてい
きたい」と話していました。

青木貞雄さん(昭和大久保)
防犯栄誉銅章を受章

【防犯栄誉銅章】青　木　貞　雄（昭和大久保）
【秋田県防犯功労者】藤　原　幸　雄（天王字上江川）

澁　谷　瀧　雄（天王字不動台）
【秋田県防犯功労団体】潟上市防犯協会天王支部
【五城目地区防犯功労者】
京　谷　好　雄（天王字御休下） 児　玉　清　一（天王字御休下）
田　口　　　昇（天王字長沼） 菅　原　　　勉（昭和大久保）

地
域
ぐ
る
み
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

▼

▲中学生弁士が防火・救急救命の大切さを訴える



潟上市議会議員OB会が設立
市勢の発展を願って
10月16日、潟上市議会議員OB会結成総会が、八郎

潟ハイツを会場に行われました。
昨年９月、旧天王町において22回開催された議員

OB会を継続するため、議員OB有志によって「天王地
区議会議員OB会」が発足。その後、潟上市としての
設立の声を受けて準備委員会を立ち上げ、天王・昭
和・飯田川地区の議員OBから多くの賛同を得て、今
日に至りました。
この日は、議会議員OBをはじめ、石川光男市長、

藤原幸作市議会議長、千田鐵太郎元昭和町長、小玉久
男元飯田川町長が参列する中、発起人代表の佐藤栄蔵
さん（天王字二田）が経過報告を踏まえ、「今日の結
成に多くの賛同をいただき感謝している。本会と市勢
のより一層の発展を願っている」とあいさつ。
来賓として、石川市長は「市では今後10年間の指標

となる総合発展計画に基づき市政運営にあたってい
る。今年11月の種苗交換会、来秋の秋田わか杉国体と
２大イベントを成功させ、市発展の起爆剤としたい。
今後もご指導・ご支援をお願いしたい」と祝辞を述べ
ました。
議事では、会則案の承認、役員には会長に佐藤栄蔵

氏、副会長に佐藤忠悦氏（昭和大久保）と平野三好氏
（飯田川下虻川）がそれぞれ選任されました。
懇親会では、会員の親睦を深めながら、市政談義に

花を咲かせていました。
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潟上市老人クラブ大会
生きがいづくりで地域社会に貢献を
10月３日、第２回潟上市老人クラブ大会が、昭和体

育館を会場に行われました。
大会は「創造と連帯の輪を広げて　心豊かな21世紀

を」をテーマに、同連合会天王・昭和・飯田川支部合わ
せて66単位クラブから会員約600人が参加しました。
第１部式典では、はじめに３支部から優良会員21人

と優良クラブ６団体が表彰され、同連合会の三浦勝視会
長が「市内でも一人・二人暮しの高齢者世帯が増えてい
る。健康・友愛・奉仕の３大運動を展開し、地域みんな
で支え合いながら、仲間づくりと生きがいをみつけ、地
域社会に貢献してほしい」とあいさつ。続いて、石川市
長をはじめ多数の来賓が祝辞を述べました。
第２部講演では、男鹿市脇本・宗泉寺の長谷川恵光住

職が「感謝と報恩に生きる」と題して講話。氏の生い立
ちや住職としての修行、子どもとの絆などを熱く語りか
け、その中で「昨今、子どもから大人まで心の乱れから
事件事故が多発している。親の恩、友人の恩、人間とし
ての感謝の気持ちを持つことは人の心を豊かにする。老
後の人生を感謝の念をもってがんばってほしい」と話し
ました。
第３部芸能発表では、35組がステージで踊りや歌、

舞踊などを披露し合い、交流の輪を広げました。

社団法人日本おもと協会が主催する「第48回おもと名作展」が、10月８日・９
日、秋田市を会場に行われ、本市から児玉英逸さん（天王字天王）の２作品が特別
最優等賞、鈴木若男さん（天王字二田）が最優等賞に輝きました。
おもと（萬年青）はユリ科の多年生植物で、原種は九州・山陰地方の低山地に自
生しています。日本の観葉植物として江戸時代から盛んになり、以来、日本の風土
の中で育てられ、鑑賞価値が高められてきました。
入賞した児玉さんの２作品「玉輝冠」「地球宝」は、11月に愛知県で開かれる

「第61回日本おもと名品展」に出展されます。

第48回おもと名作展
児玉英逸さんが特別最優等賞に輝く

新
た
な
出
発
を
喜
び
合
う

▲

▲単位クラブ、個人の功労を称える

児
玉
英
逸
さ
ん
の
作
品
「
玉
輝
冠
」

▲
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「夕日の松原」クリーンアップ
ボランティア団体など多くの市民が参加
９月30日、県秋田地域振興局が主催する「夕日の松
原」クリーンアップが、潟上市沿岸の松林で行われまし
た。
今年で５回目となるクリーンアップには、昨年発足さ
れた市環境巡視員を中心に、民間企業、ボランティア団
体、市職員、市民など約600人が集合し、昨年を大きく
上回る参加者となりました。
出戸浜海水浴場駐車場で開会式が行われた後、参加者
らは全長15キロにわたる松林で約２時間、ごみを拾い
集めました。
この日、拾い集められたごみは、空き缶やペットボト
ルなど総量は約1,600キロ（内潟上市分950キロ)。こ
のほか、廃タイヤやテレビ、冷蔵庫などの家庭用品など、
悪質な粗大ごみも多くありました。
今後も、美しい「夕日の松原」を守るため、不法投棄
を追放し、美しいまちづくりにご協力をお願いします。

クリーンアップで奉仕活動
㈱菅与組と菅与商事㈱
10月４日、㈱菅与組と菅与商事㈱の社員26人が参加
して、地域奉仕に努めることを目的としたクリーンアッ
プを昭和地区で行いました。
当日は、乱橋、新関、天神下地区の３班に分かれて、
道路沿いの空き缶・ペットボトルなどのごみを拾い集
め、地域の美化に一役買っています。

追分幼稚園（園長　海山静子）が創立50周年を迎え、
10月７日、同園を会場に記念式典を行いました。
同園は、昭和31年に私立追分幼稚園として追分小学
校の一室に開園し、同年に現在地（天王字長沼）に園
舎を建立。同55年に「学校法人海山学園追分幼稚園」
となりました。平成８年には、40周年を記念し新園舎
(現在)が竣工しました。同園では、就学前教育の施設
環境の整備を図りながら、「造形教育」や「言語教育」
の実践・研究、青少年赤十字活動やＰＴＡ活動の充実
を推進し、県内幼児教育を牽引し、高い評価を得てい
ます。
記念式典では、50周年記念の歌「みんなの広場」を
園児が感謝の気持ちを込めて合唱。海山園長が「創立
以来、卒園児は４千人を超え、地域社会で活躍され嬉
しく思います。50周年を大きな区切りとし、さらなる
飛躍を遂げるべく決意を新たにしています」とあいさつ。
来賓祝辞の後、ことば遊び研究会代表の村石昭三氏

をはじめ、「みんなの広場」作詞・作曲者に感謝状を贈
呈。20年前に園行事や子どもたちの活動を記録した
「アカシヤとお花と子どもたち」の上映では、卒園式の
ラストシーンが参列者の感動を呼び、当時を振り返り
つつ、大きな節目を祝い合いました。

追分幼稚園創立50周年記念式典
半世紀の歩みを祝い、さらなる飛躍を誓う 美

し
い
夕
日
の
松
原
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼

▲地域のために奉仕活動

▲半世紀にわたる歴史を喜び合う



11
月
５
日
「
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

記
念
式
典
・
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
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vol.５

市
で
は
、
秋
田
県
種
苗
交
換
会
期
間
中
の
11
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
『
潟
上
市
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
記
念
式
典
・
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
、
羽
城
中
学
校
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
式
典
は
、
県
内
初
の
宣
言
都
市
と
な
る
潟
上
市
と
内
閣
府
に
よ
る
共
催
事
業
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
･
･
･
潟
上
市
幼
児
教
育
課
（
q
８
７
７
―
７
８
０
４
）

11
月
５
日
「
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

記
念
式
典
・
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

内閣府が提唱する「女性に対する暴力をなくす運動」（期間：11月
12日～25日）に先立ち、11月５日（日）10時～10時30分に天王総合
体育館前で、ハートフル実行委員が街頭キャンペーンを行います。

みなさんの声をお聞かせください・・
このコーナーについての感想や男女共同参画についてのみなさんの

声をお寄せください。お待ちしてます。
E-mail： youjikyouiku@city.katagami.akita.jp

お 知 ら せ

知事と語ろう「イキイキ職場支援
フォーラム」を開催します！

「男女イキイキ職場宣言事業所」と県が協定を結び、男女がともに
働きやすい職場づくりについて考えます。
と　き 11月28日(火)13時30分～15時30分
ところ 潟上市天王公民館
内　容・事例発表　17年度イキイキ職場宣言事業所(医)正和会(潟上市)

・協定書交換セレモニー
・パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　
パネラー：知事・潟上市長・(株)寒風（男鹿市）ほか
コーディネーター：秋田経済研究所長　進藤　利文 さん
司　　会：佐々木美奈子さん（あきたFF推進員・潟上市）

お申込み・お問い合わせは…県男女共同参画課（q860-1556）

～男女の元気は会社の元気！
職場の男女共同参画を進めましょう！～

十
月
十
三
日
、
潟
上
市
超
高
速
通
信

網
整
備
推
進
協
議
会
会
長
の
石
川
光
男

市
長
が
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
早

期
実
現
を
求
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支

店
の
青
木
清
児
支
店
長
に
「
潟
上
市
へ

の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
早
期
実
現
要

望
書
兼
仮
申
込
書
」
一
、
〇
二
二
件
を

添
え
陳
情
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
七
月
三
十
一
日
に
市

内
の
商
工
会
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
や

金
融
機
関
等
の
代
表
者
で
設
立
。
市
内

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
員
に
よ
る
戸
別
訪

問
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
運
動
を
展
開
し

た
結
果
、
目
標
の
一
、
〇
〇
〇
件
に
達

し
、
十
月
五
日
に
行
わ
れ
た
二
回
目
の

総
会
で
確
認
後
、
要
望
書
の
提
出
と
な

り
ま
し
た
。

青
木
支
店
長
か
ら
は
「
短
期
間
で
た

く
さ
ん
の
要
望
書
が
集
ま
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
要
望
を
心
強
く

感
じ
ま
す
し
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
早
期
実

現
に
弾
み
が
つ
く
。
早
期
実
現
を
前
向

き
に
検
討
し
た
い
」
と
心
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
誘
致
の
要
望
書
」
に

ご
賛
同
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み

な
さ
ま
、
関
係
各
位
に
は
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
仮
申
込
書
の
受
付
は
今

後
も
継
続
し
ま
す
の
で
、
早
期
実
現
の

た
め
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲石川市長がNTT東日本秋田支店の青木支店長(左)に陳情書を提出

「要望書兼仮申込書」の受付件数 1,026件
（10月25日現在）

※潟上市役所の各庁舎窓口に「要望書兼仮申
込書」と「受付箱」を設置しております。
また、協議会ホームページでも、申し込み
を受け付けています。

（http://www.city.katagami.akita.jp/hikari/hikaritop.html）

お問い合わせは
潟上市超高速通信網(Ｂフレッツ)

整備推進協議会事務局
（潟上市総合政策課内　q878-9802）
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お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（q８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（q８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（q８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケートはしっか
り記入しましょう。

11月 ８日(水) 乳児健診 飯田川保健福祉センター

11月28日(火) １歳半児健診 平成17年４・５月生 昭和公民館

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

保健福祉センター開放日

11月10日(金) 10時～12時　 飯田川保健福祉センター

11月13日(月) 〃　 天王保健センター

11月17日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

11月20日(月) 〃　　　　　　 天王保健センター

11月27日(月) 〃　　　　　　 天王保健センター

育児相談日

11月13日(月) 10時～12時 天王保健センター

11月17日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

11月14日(火) 飯田川保健福祉センター

〈ＢＣＧ〉

11月14日(火) １歳半児健診 平成17年４月生　　 天王保健センター

11月15日(水) ４ヵ月児健診 平成18年６月生　　 天王保健センター

11月16日(木) 10ヵ月児健診 平成17年12月生 天王保健センター

11月17日(金) ７ヵ月児健診 平成18年３月生 天王保健センター

11月21日(火) ３歳半児健診 平成15年４月生 天王保健センター

11月22日(水) ２歳半児歯科健診 平成16年４・５月生 天王保健センター

〈天王地区にお住まいの方〉

育児教室のお知らせ

市では、お子さんをお持ちの方を対象に育児教室を行い

ます。ご希望の方は、開催日の３日前までに下記までお申

込みください。なお教室の間は、ボランティアがお子さん

のお世話をします。

生後３カ月から６カ月未満

までに１回接種します
13時～13時30分

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

11月16日(木) 昭和公民館

11月28日(火) 天王保健センター

〈ポリオ〉

生後３カ月から７歳半未満

までに２回投与します

13時～13時30分

13時～14時

★ピヨピヨ教室（１歳未満のお子さんをお持ちの方が対象です）

11月15日(水) 「モグモグ！ごっくん！ 飯田川保健福祉センター
10時～13時 離乳食クッキング」 （q855－5180）

月日（曜日） 内　　容 会場（申し込み先）

◆持ち物：お子さんのお世話に必要なもの（ある方はおんぶひも）、
エプロン、三角巾、おしぼり、お子さん用のスプーン

潟上市にお住まいの妊婦さんを対象に「マタニティ教室」を開

催します。素敵なママになるために、かわいい赤ちゃんを産むた

めに、みなさんで一緒に学んだり、おしゃべりをして楽しい時間

を過ごしませんか？会場は天王保健センターです。

お申込みは、教室開催日の５日前までに、天王保健センター

(q878-6570)へご連絡ください。

「マタニティ教室」のお知らせ

月日（曜日） 内容・持ち物

11月10日(金)
９時45分～
11時30分

マタニティライフを楽しもう！
みんなでワイワイ♪カフェタイム
持ち物～母子手帳

11月30日(木)
９時45分～
11時30分

助産師さんに聞いてみよう！ 講師　鈴木悠子先生
おいしいおっぱいがでるには？　簡単な妊婦体操
持ち物～母子手帳・動きやすい服装でいらし
てください

平成17年12月生

平成18年３・６月生

小学校６年生までの児童を
養育している方へ

児童手当の手続きは
お済みですか？
平成18年４月１日から児童手当支給対象年齢が、

小学校卒業までとなり、さらに所得制限限度額も緩
和されました。
手当の請求は、天王・昭和・飯田川庁舎総合窓口
センターおよび社会福祉課（昭和庁舎内）で随時受
け付けをしていますので、まだ手続きをしていない
方、平成18年４月１日以前に所得制限により手当を
受けられなかった方は、手続きをしてください。（公
務員の方は勤務先への手続きが必要です）
対象となった場合は、手続きをした月の翌月分

から支給されることになります。

お問い合わせは…
潟上市社会福祉課（q８５５－５１１２）
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１ 水 第129回秋田県種苗交換会
（９時～16時、潟上市～７日）

「オープンセレモニー」
（8時40分～、天王総合体育館前）

２ 木 第129回秋田県種苗交換会（９時～16時、潟上市）

３ 金 第129回秋田県種苗交換会（９時～16時、潟上市）

文化の日

４ 土 第129回秋田県種苗交換会（９時～16時、潟上市）

５ 日 「潟上市男女共同参画宣言都市」記念式典・記念
フォーラム
（13時～、会場・羽城中学校視聴覚ホール）

第129回秋田県種苗交換会（９時～16時、潟上市）

６ 月 第129回秋田県種苗交換会（９時～16時、潟上市）

７ 火 第129回秋田県種苗交換会・閉会式
（13時～、天王中学校体育館）

８ 水

９ 木

10 金

11 土 石川翁顕彰短歌大会（10時30分～、昭和公民館）

12 日 第２回潟上市綱引大会（開会式９時～、昭和体育館）

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土 第2回潟上市社会福祉大会
（式典12時30分～、天王総合体育館）

19 日 第5回あきたキンボール大会
（開会式8時30分～、昭和体育館）

20 月

21 火

22 水

23 木 勤労感謝の日

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

日 曜 行　　事　　予　　定
天王幼稚園・二田保育園・湖岸保育園が連携し、子どもたち

のより健やかな育ちにつながる取り組みを実践しています。市
民みなさんのご来場をお待ちしています。
と　き 11月18日(土)開場10時20分

講演10時30分～12時
ところ 潟上市天王公民館（体育館）
講　演 演題「親業～子育てを楽しむためのコミュニケーショ

ン」講師　鈴木聡子氏（親業訓練協会認定インスト
ラクター）

お問い合わせは…天王幼稚園（q８７８－２２００）

湖東地区消防本部「定期救命講習会」
と　き　11月５日(日)毎月第1日曜日
ところ　湖東地区消防本部
内　容　講習は無料。随時受付しています。

希望により出張講習会を実施します。
お申込みは･･･湖東地区消防本部（q874－2420）

男鹿地区消防本部
「定期救命講習会」

と　き　11月19日(日)
毎月第３日曜日

ところ　男鹿地区消防本部
内　容　講習は無料。お申込みは、

前日まで受付しています。
お申込みは･･･男鹿地区消防本部

（q0185-23-3139）

※「秋田県種苗交換会」期間中の行事・
会場等の詳細は、10月中旬に全戸配
布したチラシをご覧ください。

お父さん お母さん
子育てを楽しんでいますか？
講演会「子育てを楽しむためのコミュニケーション」を開催

第２回潟上市社会福祉大会
～共に支え 共にたすけあい

共にいきるふれあいのまちづくり～

人工透析を受けている方に
通院支援費を支給します

市では、人工透析(血液透析)を受けている方に、交通費
の一部を支援しています。次の条件にすべて該当する方が
対象となります。

対　象　者

①潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合算額(１月か
ら６月までの間は前々年分)が12万円以下の方
②じん臓機能障害により身体障害者手帳１級の交付を受け
ている方
③人工透析(血液透析)の通院加療を月８回以上受けている方
④自分で、または家族などの送迎により通院加療を受けて
いる方(無料送迎サービスを利用している方は対象になり
ません)

支給金額 月5,000円
支 給 月 ４月～７月分は８月　８～11月分は12月　

12～３月分は４月
申請書類 天王・飯田川総合窓口センターおよび社会福祉課

（昭和庁舎内）にあります。
※なお、８～11月分については12月末に支給します。
12月11日(月)までに提出してください。

お問い合わせは…潟上市社会福祉課（q８５５－５１１２）

税務署からのお知らせ
11月11日(土)から17日(金)まで「税を考える週間」です。
今年のテーマは「少子・高齢社会と税」です。国を支える税につい

て、この機会に考えてみましょう。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

福祉のまちづくり推進のための大会です。みなさんお誘い合
って、ぜひご参加ください。
と　き 11月18日(土)12時30分～
ところ 潟上市天王総合体育館
内　容 自性院住職 鈴木道雄師による記念講演、

社会福祉協議会職員によるコントほか
お問い合わせは…

潟上市社会福祉協議会（q８７７－２６７７）



昭寿苑文化祭を開催

と　き 11月12日(日)10時30分～15時
ところ 特別養護老人ホーム昭寿苑
内 容 佐藤ひふみ氏（日本民謡協会

秋田連合会公認講師）による民
謡・歌謡、食堂喫茶、バザーほか

お問い合わせは…
昭寿苑（q８７７－６４１１）

レクリエーションダンス講習会開催

潟上市レクリエーション協会は、初心者
でも簡単に踊れるレクリエーションダンス
講習会を開催します。
と　き 11月28日(火)10時～12時
ところ 潟上市天王公民館
対 象 潟上市在住または勤務してい

る方
講　師 レクインストラクター
参加費 200円（保険料含む）

※レク協会員は無料です。
お問い合わせは…
潟上市レクリエーション協会　土井

（q８７３－５７８８）

糸井恵一＆懐メロ愛好会歌謡祭

と　き 11月12日(日)13時～
ところ 潟上市天王公民館
※当日は抽選でたくさんの景品が当たりま
す。（入場無料）
お問い合わせは…
糸井ふとん店（q８７８－７３５６）

21

防衛庁採用試験のご案内

試験種目 自衛官２等陸海空士
応募資格 平成19年４月１日現在、18

歳以上27歳未満の男子
応募期限 12月４日(月)
試験日 １回目：11月13日(月)

２回目：12月10日(日)
試験会場 陸上自衛隊秋田駐屯地
お申込み・お問い合わせは…
自衛隊秋田募集案内所（q８６４－４９２９）

女性の人権ホットライン強化週間

法務局、秋田地方法務局、秋田県人権擁
護委員連合会では、職場における男女差別、
暴力やストーカー行為といった女性をめぐ
る各種の人権侵害についての相談を電話に
より受け付けます。相談には、女性の人権
擁護委員が中心となって応じます。
と　き 11月13日(月)～19日(日)

８時30分～19時30分
（土・日曜日は10時～17時）

ホットラインq０５７０－０７０－８１０

「９人制バレーボール大会」参加募集

潟上市バレーボール協会は、第２回潟上
市９人制バレーボール大会を開催します。
と　き 11月19日(日)開会式９時～
ところ 天王総合体育館
チーム編成 潟上市に居住、職場・学

校が市内にあること。
参加費 １チーム2,500円(当日持参)
お申込み・お問い合わせは…

協会・大友(携帯 09023635410)

秋田わか杉国体冬季大会スキー競技会
開会式観覧申込受付中

秋田わか杉国体冬季大会スキー競技会の
開会式が、平成19年２月10日(土)に県立
田沢湖スポーツセンター陸上競技場で行わ
れます。開会式を観覧するためには、お申
し込みが必要です。
申込方法 申込ガイドに付いている申

込用紙を郵送（申込ガイドは
潟上市国体事務局、市役所各
総合窓口センターや市内の体
育館、公民館にあります）ま
たは県の国体ホームページに
ある入力フォーム
（http://www.pref.akita.jp/kokutai/）
からお申込みください。

申込期限 12月25日(月)
予定席数 800席（全席無料）
※定員を上回った場合は抽選により当選者
を決定します。当日券はありません。
お問い合わせは…
県国体・障害者スポーツ大会局大会総務課

（q８６０－５２６１）

個人事業税の納期限は11月30日

個人事業税(２期)の納期限は11月30
日(木)です。忘れずに最寄りの金融機関
で期限内に納めましょう。口座振替をし
ている方は、預金残高の確認をお願いし
ます。
個人事業税の納税はぜひ口座振替で！
お問い合わせは…
秋田地域振興局県税部

（q８６０－３３３２）

「コミュニケーションスキル科」講習

対　象 コールセンターなどの業務に
就職を希望する方

と　き 12月13日(水)～21日(木)
９時～16時

ところ 秋田職業開発促進センター
（ポリテクセンター秋田）

受講料 無　料
定　員 10人
申込期間 11月14日(火)～12月１日(金)
お申込み・お問い合わせは…
県立秋田技術専門校

（q８９５－７１６６）

2007年版あきた県民手帳
販 売 中

潟上市立幼稚園・保育園の園児募集については、次回号(11月15日号)でお知らせします。

平成19年度園児募集東湖幼稚園
追分幼稚園

●受付期限　東湖幼稚園…11月15日(水) 追分幼稚園…11月30日(木)
お申込み・お問い合わせは…

私立東湖幼稚園（q878－3120） 学校法人追分幼稚園（q873－2611）

※満３歳児とは、満３歳の誕生日を迎えた幼児が、その年度途中に入園する幼児のことです。

募
集
人
数

満３歳児 若干名　　　　 若干名
３歳児（３年保育） 30人　　　　　 40人
４歳児（２年保育） 30人　　　　　 30人
５歳児（１年保育） 若干名　　　　 若干名
２歳児 若干名（追分ベビー園）

平成19年４月１日現在 東湖幼稚園 追分幼稚園

2007年版あきた
県民手帳（500円）
を販売中です。潟上
市内では次の場所で
取り扱っています。
とやま書店（天王字
二田）／久七商店
（昭和大久保）／間
杉書店（飯田川下虻
川）／ローソン・デ
イリーヤマザキ各店



22

「市民
のひろば」は、市民が登場

するコ
ーナーです。

て
活
躍
。「
コ
ー
ラ
ス
会
員
の
み
な

さ
ん
は
、
仲
間
と
一
緒
に
歌
い
、

交
流
を
広
げ
て
い
ま
す
。
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
で
、
生
き
生
き
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
指
導
者
と
し
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
す
伊
藤
さ
ん
。

「
新
た
に
誕
生
し
た
市
民
歌

『
昇
る
陽
よ
』
は
聞
く
よ
り
も
、
歌

う
方
が
よ
り
親
し
め
る
感
じ
が
し

ま
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
が
、
市
民
歌
を
合
唱
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
伊
藤
さ
ん
。
今
年
は
天
王
総
合

体
育
館
に
会
場
を
移
し
、
広
々
と

し
た
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
に
、
約

四
百
人
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
各
コ
ー
ラ
ス
会

員
や
一
般
公
募
の
市
民
が
大
合
唱

を
披
露
。
終
了
後
に
は
、
会
員
と

と
も
に
達
成
感
に
満
ち
た
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

「
す
ば
ら
し
い
音
楽
に
触
れ
な

が
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加

す
る
こ
と
の
で
き
る
音
楽
祭
に
な

る
よ
う
、
そ
し
て
音
楽
を
通
し
て

市
民
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
感
動

を
共
有
で
き
る
音
楽
祭
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

「
今
年
で
二
回
目
と
な
る

音
楽
祭
で
は
、
潟
上
市
民
歌

『
昇
る
陽
よ
』
大
合
唱
の
指

揮
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
音
楽
祭
の
開
催
に
は
、

実
行
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」

伊
藤
和
暁
さ
ん
、
七
十
歳
。

十
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
第

二
回
潟
上
市
音
楽
祭
が
天
王

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
市

内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や

一
般
市
民
な
ど
三
二
八
人
に

よ
る
市
民
歌
大
合
唱
の
指
揮

を
執
り
、
聴
衆
か
ら
大
好
評

を
得
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
地
元
の
秋

田
西
高
校
教
諭
を
退
職
し
た

後
、
天
王
地
区
の
「
コ
ー
ラ

ス
四
季
の
会
」
と
「
コ
ー
ル

は
ま
な
す
」
の
指
導
者
と
し

音
楽
・
合
唱
か
ら
市
民
の
一
体
感
を

伊
藤
　
和
暁

ま

さ

と

し

さ
ん
（
天
王
字
追
分
西
）

▲伊藤和暁さん

昭
寿
苑(

昭
和
大
久
保)

で
和
や
か
に
交
流

園
児
ら
が
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
歓
声

潟上市老人クラブ連合会昭和支部女性委

員会（会長　佐々木千代枝）では、毎年ボ

ランティア活動の一環として地域の老人施

設を訪問し、入所者との交流を図っていま

す。

９月27日、会員15人が特別養護老人ホー

ム「昭寿苑」を訪れ、日ごろ趣味として取

り組んでいる歌や踊りを披露。入所者の

方々に楽しんでもらうとともに、「健康に注

意して元気で長生きしてください」と声を

掛け、心温まる笑顔がいっぱいの交流会と

なりました。

また、会員が心を込めて縫った清拭タオ

ル200本を寄贈し、入所者から喜ばれました。

10月18日、天王幼稚園の園児らが、今春
に児玉老人クラブ（会長　児玉長栄）と一
緒に植えたサツマイモの収穫を体験しまし
た。
同園と地元・高齢者との交流は今年で６

年目を迎え、「きらきら畑」として土地を提
供した渡部金一さん（宮の後）の協力で、
畑の水かけや草取りなどの管理はクラブ員
が協力して行い、この日を迎えました。
当日は、園児らはクラブ員と一緒に元気

にサツマイモを掘りはじめると、大きなサ
ツマイモや束になったサツマイモなどに大
きな歓声を上げながら、収穫の喜びを感じ
ていました。同園では、11月に高齢者を招
待して「イモパーティー」を開催し、実り
の秋を楽しむことにしています。

「
わ
ー
い
！
サ
ツ
マ
イ
モ
が
い
っ
ぱ
い
」

と
大
喜
び
の
園
児
た
ち

▲

会
員
ら
が
歌
や
踊
り
を
披
露

▲
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今年の春、新たにふたりの宝もの新生
しんせい

くん（５カ
月・左）と開生

かいせい

くん（５カ月・右）が誕生！
お兄ちゃんの時代

じ だ い

くん（７歳・中央）は、目に入れ
ても痛くないくらい、ふたりにメロメロ。ミルクに抱
っこにとかいがいしくやってくれ大助かりです。

お父さん　平　川　勝　弘さん（飯田川飯塚）
お母さん　　　　　広　子さん

おそろいのポーズがかわいい歩優
あ ゆ

ちゃん（８カ月・
左）とお友だちの花怜

か れ ん

ちゃん（８カ月・右）は、同じ
日に生まれました。
この日初めて一緒に遊んでみたけれど、まだよく分
からなかったかな？
これからもずっと仲良しでいようネ。

歩優ちゃんの
お父さん　池　田　寿　次さん（昭和乱橋）
お母さん　　　　　怜　子さん

花怜ちゃんの
お父さん　児　玉　政　隆さん（昭和豊川）
お母さん　　　　　美奈子さん

「出生」「死亡」は住民基本

台帳９月１日～９月30日

届出分を掲載

おくやみを申し上げます

お誕生おめでとう
＜飯田川地区＞

*奈　良　尚
な

生
お

くん　
（土手１、与志樹・恵美子）

*鐙　　　悠
ゆう

真
ま

くん　
（神明下、 慶　・智　栄）

＜昭和地区＞

*菅　原　結
ゆ

那
な

ちゃん　
（新関２、健　一・怜　子）

＜天王地区＞

*薄　田　昊
こう

季
き

くん　
（二　田、大　吾・ゆり子）

*伊　藤　匠太朗
しょうたろう

くん
（追分西、敬　二・真実子）

*佐　藤　咲　空
さ く ら

ちゃん　
（長　沼、毅　和・ひとみ）

*澤　木　琉
りゅう

心
しん

くん
（上江川、 心　・佳　子）

* 橋　遼
りょう

成
せい

くん
（上江川、正　樹・法　子）

*塩　谷　柚
ゆず

子
こ

ちゃん
（中分水、 久　・笑　里）

*加　藤　　　霞
かすみ

ちゃん
（追　分、鈴　男・真紀子）

*大　渕　咲
さ

海
み

ちゃん
（コアツコ、一　三・紗由里）

*薄　田　美
み

央
お

ちゃん
（大長根、真　也・真　紀）

*熊　田　一
かず

幸
ゆき

くん
（北　野、幸　雄・由香利）

*高　橋　　　昂
こう

くん
（北　野、光　紀・聡　美）

*伊　藤　俊
しゅん

太
た

くん
（追　分、俊　介・真由美）

*安　田　　　希
のぞむ

くん
（羽　立、伸　司・冬　美）

*西　村　悠
ゆう

里
り

ちゃん
（上江川、 聖　・幸　恵）

*佐　藤　勇
ゆう

弥
や

くん
（持谷地、幸　男・まゆみ）

*清　水　里
り

緒
お

ちゃん
（上北野、 彰　・真由子）

*中　西　莉
り

緒
お

ちゃん
（一　向、一　也・恵美子）

＜飯田川地区＞

◆9/ 2 伊　藤　イキ子さん
（高　田、70歳）

◆9/ 6 二　田　チ　ヨさん
（わかば園、90歳）

◆9/18 佐　藤　陽　子さん
（新道下、72歳）

◆9/23 佐　藤　孝　雄さん
（八ツ口、61歳）

◆9/26 佐　藤　トクヱさん
（土手二、91歳）

＜昭和地区＞

◆9/ 6 奈　良　　　武さん
（竜　毛、53歳）

◆9/14 平　野　藤一郎さん
（荒長根、80歳）

◆9/14 鈴　木　善　美さん
（槻　木、84歳）

◆9/16 橋　ミ　ホさん
（昭寿苑、95歳）

◆9/17 山　田　利　一さん
（株　山、79歳）

◆9/19 小　熊　哲　郎さん
（野村上、64歳）

◆9/20 菅　　　　　男さん
（新関３、57歳）

◆9/30 タケノさん
（新関３、76歳）

＜天王地区＞

◆9/ 2 石　川　ツ　ヱさん
（塩　口、96歳）

◆9/ 4 伊　藤　ト　キさん
（江　川、84歳）

◆9/ 4 大　関　　　満さん
（上江川、77歳）

◆9/ 5 加賀谷　イ　ネさん
（北　野、71歳）

◆9/ 7 石　井　重　孝さん
（追　分、62歳）

◆9/14 安　田　和　晴さん
（羽　立、84歳）

◆9/15 吉　田　キクヱさん
（高　田、90歳）

◆9/16 藤　原　モ　トさん
（江　川、88歳）

◆9/18 児　玉　ヨ　ウさん
（天　王、75歳）

◆9/18 三　浦　タ　カさん
（鶴沼台、87歳）

◆9/19 柳　川　ア　ヤさん
（蒲　沼、63歳）

◆9/21 出　口　ヨシノさん
（北　野、77歳）

◆9/26 澤　木　　　藏さん
（北　野、77歳）

◆9/27 橋　本　ナ　ミさん
（北　野、88歳）

わが家の宝ものコーナーや各種団体活動の紹介など、
市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
【あて先】〒010－0201 潟上市天王字上江川47－100

潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課
q878－9802 FAX 878－2369
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市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図る
ため、「市長面会日 ～ようこそ市長室へ」を開設して
います。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を

市長にお届けください。
＜11月の面会日＞
●11月27日（月）10時～12時　天王地区

13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…11月17日（金）15時までに

潟上市総合政策課（q878－9802）
までお申込みください。

●
朝
晩
も
ぐ
っ
と
冷
え
込
み
、
木
々
も
色

づ
い
て
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
に

は
体
調
の
変
化
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
●
今
年
は
、
心
配
し
て
い
た
台
風
や

大
雨
な
ど
の
影
響
も
無
く
、
稲
・
果
樹
は

順
調
に
収
穫
さ
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん
も
、

ほ
っ
と
一
安
心
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
は
、
い
つ

来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
冬
の
足
音
も
大

き
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
日
頃
の
備
え
と

心
構
え
を
再
確
認
し
て
下
さ
い
。
●
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
今
月
は
、
出
演

者
・
参
加
者
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
、
市
内
の
各
種
行
事
の
取
材
に
駆
け
巡

っ
た
。
文
化
祭
、
講
演
会
、
音
楽
祭
な
ど

に
は
、
各
地
区
か
ら
の
多
く
の
見
学
者
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。市
民
の
み
な
さ
ん
も
、

各
地
区
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
出
会
い
、
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

世帯数　　12,547世帯（＋3）
人　口　　35,908人 （－9）
うち男性　17,155人 （＋8）
女性　18,753人（－17）

※住民基本台帳　平成18年９月30日現在
（ ）内は前月比

10月15日、豊川小学校（校長　吉原恵子）が創立130周年を
迎え、記念式典が行われました。同校は、明治９年９月に槻木学
校として創設され、明治22年に豊川小学校と改称、現在の木造
校舎は昭和37年に完成されました。
記念式典には、全校児童と歴代の校長先生はじめ、教職員、市

議会議員、地域の方々などが列席。吉原校長が「緑豊かな自然環
境の中で、聖農石川理紀之助翁の教えを教育の基盤とし、地域に
根ざした教育の充実に努めています。夢・優しさ・たくましさを
受け継いだ子どもたちが、教職員と一丸となって元気に頑張って
いること、保護者や地域の方々が子どもたちを地域の宝として見
守り、大切にはぐくんでくれていること、これらが豊川小学校の
教育の財産です」とあいさつ。
来賓として、石川市長、藤原市議会議長、工藤教育委員長が祝

辞を述べたあと、児童を代表して、６年の齊藤楓華さんが「全校
生徒75名ですが、みんなとても仲がいいのが自慢です。豊川小
学校はあいさつ日本一の学校をめざしています」とあいさつしま
した。
続いて、『伝統を受け継ぎ、新たな歴史を！かがやけ豊川小』

をテーマに学習発表会が行われ「130年豊川今昔物語」と題して、
豊川にちなんだ内容の劇やよびかけを全校のみんなで発表し、会
場から大きな拍手が送られました。帰りには、学校田で収穫した
お米で作った赤飯がおみやげとして子どもたちから手渡され、参
加した地域の方々も大喜び。思い出に残るすばらしい記念行事と
なりました。

▲みんなで新たな歴史への誓いのことばをよびかけました

▲３･４･５年生が
秋田の国の物語を
演じました

豊川小のいいとこ
ろをたくさん紹介して
くれた齊藤楓華さん

▼


